
 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 中国支部 

平成 27 年度 社会貢献活動 
 

報 告 書 
 

 

活動テーマ 

 

 
 

～ 総合的なまちづくりにおける課題解決に向けて ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 3月 

 

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 

中国支部 技術部会 地域計画委員会 

 

や さ し い ま ち づ く り 



 

 

*** 目    次 *** 

                                （頁） 

はじめに 

 

第１章 活動概要  ···················································  1 

１．目  的  ·····················································  1 

２．活動内容  ·····················································  2 

2.1 活動の流れ  ··························································  2 

2.2 活動の対象範囲  ······················································  2 

2.3 活動の内容  ··························································  2 

３．活動工程  ·····················································  4 

 

第２章 活動結果  ···················································  5 

１．「スポーツとまちづくり まちトーク２０１６」の開催  ············  5 

1.1 開催準備  ····························································  5 

1.2 開催概要  ····························································  8 

1.3 開催結果  ····························································  9 

２．観光ガイドブックの作成  ·······································  30 

2.1 作成概要  ····························································  30 

2.2 作成方法  ····························································  30 

2.3 作成結果  ····························································  30 

３．まちづくり活動への参加報告  ···································  36 

3.1 活動概要  ····························································  36 

3.2 参加報告  ····························································  36 

４．まちづくり出前授業  ···········································  40 

4.1 活動概要  ····························································  40 

4.2 実施報告  ····························································  40 

 

参考資料 

１．活動メンバー一覧  ············································· 参考- 1 

２．「スポーツとまちづくり まちトーク２０１６」関連資料 ············ 参考- 2 

３．活動メンバー感想  ············································· 参考-10 

 



 

 

はじめに 

 

地域計画委員会は「まちづくり」の視点からさまざまな活動を実行しています。平成 12年に活動を

開始し、これまでに、「市民参加による公共施設整備」、「社会基盤のバリアフリー（ユニバーサルデザ

イン）」、「自転車まちづくり」と続き、平成 25 年度からは「まちのやさしさ」をテーマに、やさしい

まちづくりへのさまざまなアプローチを探りつつ、公共交通機関のやさしさについて掘り下げました。 

 

今年度は、やさしさを「来訪者（観光客）」の視点から切り取り、“地域に根差した建設コンサルタン

ト”としての目線でひろしまの観光資源を調査し、公共交通機関とあわせたまち歩きルートとしてガイ

ドブックにとりまとめ、発行しています。 

  

また、さまざまな団体と協働し、市民活動や学校教育などを支援することで新たなまちづくりの視座

を得ることができました。 

 

恒例となった、「まちトーク」では、「スポーツとまちづくり」と題し、スポーツ王国・ひろしまを代

表するトップカテゴリーの方々をパネリストにお招きし、スポーツが地域に与える影響やそれを支える

社会基盤として必要な条件等について議論することで、新たな課題や将来へのアイデアを得ることがで

きました。 

 

この 1年間を振り返ると、あらためて、建設コンサルタントの役割は非常に広く深く、そして極めて

重要であることが認識できた委員会活動であったと思います。 

 

我々、地域計画委員会は、これからも所属や専門分野を超え幅広い交流の中で自らの技術力を高め、

地域社会に貢献していきます。 

 

地域計画委員会 委員長 森島誠司 

（中電技術コンサルタント株式会社） 

 

 

地域計画委員会の出発点 

「21 世紀 市民参加のまちづくりフォーラム」 
ランディー・ヘスター氏（カリフォルニア大学バークレー校教授）を迎えて 

：中国電力本店大会議場 2001.01.17 
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Ｈ27 年度 社会貢献活動 やさしいまちづくり 

 

第１章 活 動 概 要 

 

１．目的 
 

平成１８年度から７年間は「自転車とまちづくり」をテーマとして活動してきた。 

平成２５年度からは、自転車の視点からだけのまちづくりではなく、安心・安全、賑わい、景観、環

境など、総合的なまちづくりにおける様々な課題について探ることを目的として活動してきた。様々な

課題が解決されたまちとはどんなまちか、たぶん安全・安心でにぎわいがあり、便利で快適な環境の良

いまち、言い換えれば人が集まるまち、集まっているまちではないか。このようなまちを創るには、ま

ちに住む人の“やさしさ”が必要と考え、本活動のテーマを“やさしいまちづくり”と設定した。 

また本活動は、市民等との対話・意見交換の場を設けるとともに、成果等を一般に向けて広報するこ

とにより、“やさしいまちづくり”のきっかけづくりを目指しており、今年度が３年目となる。 

 

平成２５年度は、やさしいまちづくり”をテーマに掲げ、第一ステップとして、“課題を探ること”

を目的として「ＷＥＢアンケート調査」、「みんなでつくろう「やさしいまち」 まちトーク２０１3in 広

島（２０１３年１１月２３日）」を開催した。 

昨年の平成２６度は、平成２５年度に引き続き“やさしいまちづくりに向けた課題を探ること”及び、

第二ステップとして、“やさしいまちづくりに向けた提案事項を探ること”を目的として、「移動手段の

やさしさ調査」、「まちづくり活動への参加」、「移動からみるまちのやさしさ まちトーク２０１4in 広

島（２０１４年１１月２２日）」を開催した。 

本年度は、昨年度までの活動を踏まえ、活動成果となるアウトプットの作成を目的として、昨年度の

「移動のやさしさ調査」を踏まえ、観光客を対象として公共交通に視点を置いた観光ガイドブック「ひ

ろしま うらまちめぐり Tour of downtown in Hiroshima」を作成した。また、新たな視点として、

広島の特色であるスポーツとまちづくりの関わりを探るため、「スポーツとまちづくり まちトーク２０

１６（２０１６年１月２４日）」を開催した。 

 

なお、本活動は、「やさしいまちづくり」のきっかけとなるために、継続的な取り組みの展開を図る

ものとしている。 

 

本活動は、（一社）建設コンサルタンツ協会の「第二次中期行動計画 H22.3」に基づく社会貢献のた

めの行動の一環であり、社会資本整備に関わる知見と知識を提供できる専門家集団として、ボランティ

ア活動、各種フォーラム、著作物などを通じて、協会及び建設コンサルタントの情報発信と社会的認知

度を高めることをねらいとしている。 

 

（一社）建設コンサルタンツ協会・中期行動計画  http://www.jcca.or.jp/about/invention/plan2/index.html 
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Ｈ27 年度 社会貢献活動 やさしいまちづくり 

 

２．活 動 内 容 
 

2.1 活動の流れ 

本活動は、下図のフローに示すとおり、4 つの活動を順次行い、成果としての本報告をとりまとめた。 

４つの活動は、フォーラム「スポーツとまちづくり まちトーク２０１６の開催」、「観光ガイドブッ

クの作成」、「まちづくり活動への参加」、「まちづくり出前授業」である。 

 

 

2.2 活動の対象範囲 

活動の対象範囲は、事務局のある広島市を中心に中国地域全体を対象とした。 

 

2.3 活動の内容 

（１）まちトーク２０１６ スポーツとまちづくりの開催 

新たな視点として、トップカテゴリーのスポーツが多く活躍するひろしまにおいて、チーム代表者や

アスリートと地域貢献について議論することで、シビックプライドの醸成への糸口を模索する場として

フォーラムを開催した。 

 

（２）観光ガイドブックの作成 

昨年から継続して調査している“まちのやさしさ”の発展に向けて、公共交通機関を利用したツーリ

ズムについて調査し、広島に訪れる観光客、特に外国観光客を意識したまち歩きガイドブック「ひろし

ま うらまちめぐり Tour of downtown in Hiroshima」を作成した。 

 

（３）まちづくり活動への参加 

昨年度に引き続き、まちづくりにおける団体運営の仕方や課題、改善に向けた提案等を整理するきっ

かけとするために、まちづくり活動に参加し、団体の支援等を行った。 

今年度は、今年で７回目を迎える中国地方学生フォーラム（中国・地域づくり交流会主催）に参加し

た。 

① 

スポーツとまちづくり 

まちトーク２０１６ 

の開催 

③ 

まちづくり活動 

への参加 

 

② 

観光ガイドブック 

の作成 

 

⑤成果とりまとめ 

④ 

まちづくり 

出前授業 
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Ｈ27 年度 社会貢献活動 やさしいまちづくり 

 

（４）まちづくり出前授業 

社会貢献活動のひとつとして、子ども向けの啓発活動を行った。本年度は、まちのやさしさ（ユニバ

ーサルデザイン）や大切なまちの環境をテーマとして、広島市内の三篠小学校（西区）の総合的な学習

の時間において出前授業を実施した。 

 

（５）成果とりまとめ 

以上の活動成果は、本報告書に記すとおりとりまとめた。 

なお、本報告書は広島市や広島県、国土交通省へ建コン協の活動成果として提出することを検討して

いる。 
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Ｈ27 年度 社会貢献活動 やさしいまちづくり 

 

３．活 動 工 程 
 

活動は以下に示す工程で実施し、会議はメンバー各社の持ち回りで計 8 回実施した。 

なお、具体的な作業については、メンバー内で作業を分担し実施した。 

 

表 活動工程 

 H27（2015）年 H28（2016）年 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

（１）まちトーク２０１６ 

スポーツとまちづくり 
            

 ①準備             

 ②実施             

             

（２）観光ガイドブックの作成             

 ①準備             

 ②調査             

 ③とりまとめ             

             

（３）まちづくり活動への参加             

             

（４）まちづくり出前授業             

             

（５）成果とりまとめ             

             

会議             

 



 

 5 

Ｈ27 年度 社会貢献活動 やさしいまちづくり 

 

第２章 活 動 結 果 

 

１．「スポーツとまちづくり まちトーク２０１６」の開催 
 

黒田選手の復帰とカープ女子の盛り上がり、サンフレッチェ広島３度目の日本一、JT サンダースの

初優勝などスポーツの明るい話題で持ちきりだったひろしま。ひろしまには多くのスポーツチーム・ア

スリートがトップカテゴリーで活躍している。 

あたりまえのように存在するこれらのチームであるが、全国の地域から見れば日常的にこれらにふれ

ることができることはうらやましく、贅沢な環境とも評価されている。 

広島東洋カープはその歴史的な背景もあいまって、広島の文化として根付いていると認識されており、

「カープ女子」に代表されるように、その圧倒的な人気は今や全国を巻き込んだ拡がりをみせている。  

今回のフォーラムは、トップカテゴリーのスポーツが地域にあることの意義をまちづくりの視点から

探っていき、今後の地域活性化のヒントになることを期待して開催した。 

 

 

1.1 開催準備 

フライヤーを作成し、メンバー各社により、行政機関や公共施設等に配布するとともに、SNS（ツイ

ッターやフェイスブック）により案内を行った。 

また、在広メディア（中国放送、広島テレビ、広島ホームテレビ、テレビ新広島、中国新聞）にプレ

スリリースし、中国新聞から事前に取材を受け、まちトーク開催について紙面に掲載された（下参照）。 

 

 

 

 

 

 

（平成 28年 1月 19 日付け 

中国新聞朝刊） 
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【配布フライヤー（オモテ）】 
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Ｈ27 年度 社会貢献活動 やさしいまちづくり 

【配布フライヤー（ウラ）】 
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Ｈ27 年度 社会貢献活動 やさしいまちづくり 

1.2 開催概要 

開 催 日 時：平成 28 年1 月 23日（土） 13:30～16:10 

会     場：横川シネマ（広島市西区） 

パ ネ リ ス ト：織田 秀和 氏（サンフレッチェ広島 代表取締役社長） 

        岸房 康行 氏（広島ドラゴンフライズ 代表取締役社長） 

堀  啓二 氏（ヴィクトワール広島 アシスタント） 

神村登紀恵 氏（アンジュヴィオレ広島 理事） 

尾方  剛 氏（北京五輪代表、広島経済大学陸上部監督） 

コーディネータ：森島 誠司（建設コンサルタンツ協会） 

第 1 部 チーム誕生の軌跡（各チーム設立経緯の紹介他） 

第２部 パネルディスカッション ～地域と共に輝くために～ 

 

第 1 部では、各チームのこれまでの歴史や現在の状況についてお話いただき、後半では、「地域と

ともに輝くために」と題して、熱いトークが展開された。なかでも、トップカテゴリーのスポーツが

多いということは、我々市民にとっては多くの選択枝があるということであるが、運営側から見れば、

試合開催日が重なったり、ニュースでの取り上げられる回数が減ったりと厳しい状況にあるようであ

った。新潟や長野では、他にスポーツが少なく、お年寄りから小さな子どもまで応援に来ていて、チ

ームが愛されている姿に感動したといったお話もあり、カープをお手本に、市民に愛されるチームを

目指したいという想いは共通のようであった。また、運営面では多くのボランティアが参加されてお

り、チームをサポートすることが生きがいにもなっているようである。 

広島ではサッカー専用スタジアムの建設が大きな話題となっているが、経済効果だけでは表せない、

大きな意義がスポーツにはあると感じた「まちトーク２０１６」となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
会場の横川シネマ（広島市西区） 
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Ｈ27 年度 社会貢献活動 やさしいまちづくり 

1.3 開催結果 

「スポーツとまちづくり まちトーク２０１６」には 80名の参加があった。以下に内容を掲載す

る。 

 第 1 部 チーム誕生の軌跡（各チーム設立経緯の紹介他）                  

■森島 

みなさんこんにちは。今日は建設コンサルタンツ協会プレゼンツということで、スポーツとまちづく

り、まちトーク 2016 にお越し下さり、誠にありがとうございます。 

我々建設コンサルタンツ協会は、日ごろ社会インフラに関わる調査・設計・計画を行っている企業の

集まりとなっています。身近なところでは、道路や橋梁、河川や港湾の計画や設計、公園のデザインや

都市計画といったことを行っている技術者、専門家の集団です。 

年に 1度社会貢献活動としてシンポジウムを開催しています。この「まちトーク」は 15年以上開催

しており、これまでも「自転車まちづくり」、「バリアフリー・ユニバーサルデザインのまちづくり」な

どのテーマで開催しています。今回は「スポーツとまちづくり」ということで経済波及効果や健康づく

りといった面だけではなく、トップカテゴリーのスポーツがまちにあるということが住んでいる人にど

ういう影響があるのか、そのまちに暮らしたいと思うきっかけになるのではないか。そういったところ

を各トップカテゴリーで活躍されている皆さん、それぞれにお話をしていただきます。まちトークとい

うことですので、シンポジウム、講演会ということではありません。パネラーのみなさんに自由にお話

しいただいて、会話の内容を皆さんに聞いていただき、会場とも会話していただき、それをお持ち帰り

いただくという趣旨です。その会話をもって、皆さんがどう思われるかというところを感じていただけ

ればと思っています。 

（パネラー入場） 

 

■織田 

昨年はチームが素晴らしい成績を出してくれ、選手の頑張りはもちろんですが、選手を後押しして下

さったのは、ここにいらっしゃる皆様、スタジアムに応援に来ていただいた方、あるいはテレビで応援

してくださった、皆様のおかげだと思います。感謝申し上げます。 

今日はサンフレッチェ広島のお話をさせていただきますが、設立は 1992 年です。今年が 25 年目

になります。私たちのクラブは株主様が広島県、広島市、安芸高田市の 3つの自治体と、60の企業様、

ですから全部で 63 の団体からサポートしていただいております。昨年の看板スポンサーや年間指定席

を買っていただいたのは全部で 400 社余りになります。我々のクラブは一つの企業に支えられている

のではなく、広島県内の多くの皆様に支えられているのだと言えます。プロサッカークラブなので商品

はクラブですから、チームのことをお話しする、評価することは必要かと思いますが、今日は少し違っ

た側面、サッカーの活動以外のことについて少しお話します。我々のクラブは育成のところから日本一

のクラブを目指してやっています。県内に複数の育成スクールを持ち、提携スクールが尾道と島根県出

雲にあります。サッカーのスクール活動だけではなく PR サポートショップという制度があり、お店の

皆様にお申し込みをいただき、去年は「結集」でしたが今年は「挑戦」の幟とポスターとポケット日程

表をお渡ししています。街中をできるだけ紫に染めていこうという活動をしています。 

試合会場にお越しいただいた方はご存知かと思いますが、フレンドリータウンといって市や町の皆さ
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んと協力しながら試合会場を盛り上げていただいています。 

社会貢献活動として、選手たちによる小学校訪問を開幕前とシーズンの中盤に行っています。選手を

7 つのグループに分けて県内の小学校に訪問しています。お昼前の授業をお借りして子供たちと一緒に

サッカーをしてお昼に給食をたべます。午後も少しだけ子供たちとサッカーをするという活動をしてい

ます。直近の活動は今週の月曜日に選手たちが行ってきました。そのほかに社会貢献活動としてピンク

リボンキャンペーンなどの活動を行っています。 

J リーグは毎年観戦者調査を行っており、地域貢献に関するアンケート項目があるのですが、サンフ

レッチェ広島は 2013 年に第 1 位となっておりました。こちらは 40 クラブ中の順位で、活動が認め

られていると考えています。 

ここ 4 年間で 3 回日本一になっています。しかし、まさかというチームが降格するということもあ

り、拮抗した争いとなっています。この結果に甘んじることなく、今年も気を引き締めて臨んでいきま

す。 

ホームゲームの入場者数ですが、他チームとの比較ができていませんが、我々は少ないです。J1 の

１８チーム中この人数は12 位ぐらいです。 

サンフレッチェは 4年連続フェアプレー賞をいただきました。フェアに勝てるチームの象徴だと思い

ます。引き続きトップを目指しますが、高円宮杯の受賞記録が伸びるよう頑張っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンフレッチェ広島 動画の様子 
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■岸房 

チームができて 2 年目ということで、なかなかまだ浸透はできていません。ホームアリーナはサンプ

ラザです。ここで 6割程度試合を行い、他の都市でも開催しています。所属はナショナルバスケットボ

ールリーグ NBLです。BJ リーグと統合します。 

「ひろしまにバスケでつながる風景を」というスローガンで会社を設立しました。残念ながら、来季

の新リーグでは 2 部からのスタートとなりましたが、昨シーズンはウエスタンカンファレンス 3 位で

プレーオフに出場しました。全日本総合バスケットボール大会では初出場で準優勝しました。新設のチ

ームでルーキーが多い中、決勝まで行きました。 

平均観客動員数は、昨年は 1200 人程度でしたが、今年は 300 人程度増えています。これはカープ

の菊池選手がドラゴンフライズの応援に行こうと呼びかけて下さったおかげです。そこで、カープのユ

ニフォームを着てきていただいた方は割引するというキャンペーンを行いました。ぜひ応援に来ていた

だいて、バスケットの臨場感等を感じてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラゴンフライズ 動画の様子 
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■堀 

今日は地域とスポーツということなので、私自身のことも踏まえてお話しします。その中でもヴィク

トワール広島と自転車の拠点として活動中の古民家「輪」についてです。古民家「輪」というのは何だ

ろうなと思われている方、サイクリストの視点、地域とのコミュニケーションの場を設けました。 

ヴィクトワール広島は全日本自転車連盟に属しています。ジャパンプロツアーという 4つのカテゴリー

の一番上、全国で 22 チームしか入れません。中四国初の参入チームです。チームができた経緯ですが、

高校まで自転車をして、大学は地方や都会に行っても帰ってきてもチームがありませんでした。また、

広島には素晴らし人材が多くいらっしゃいました。広島にチームがあれば広島の選手が広島で戦える。

広島を拠点として、中四国出身のチームを作りました。 

自転車に乗っているプロの私たちが、何が出来るか、一つは安全ということだと思います。 

今日の中国新聞の朝刊に地域と共にという話で明日オープンの古民家カフェがあり、サイクリストが

多く集まるエリアで、国道の開通式にチームとして参加しました。それから、地域の方々と交流があり、

そこから、古民家を守りたいという相談があり、地域の若い方々の力もあり、オープンとなりました。

ぜひ皆さんも来てみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヴィクトワール広島 動画の様子 
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■神村 

女子のチームということで、ここの中でも紅一点お話できたらと思います。 

アンジュヴィオレ広島は、母体が、「ＮＰＯ法人広島横川スポーツカルチャークラブ」です。 

サンフレッチェ広島へ行くバス（広電バス）が、横川駅から出ています。横川をもっと楽しくしよう

という会があり、横川をサッカータウンにしてはどうかという話が挙がりました。どうせなら女子のサ

ッカーチームを作ろうという話になり、ＮＰＯ団体を立ち上げ、アンジュヴィオレ広島が生まれました。 

しかし、立ち上げようとなったときに、皆サッカーについては素人でして、サッカー協会の女子部長

のご指導があり、ここまでくることができました。サンフレッチェやドラゴンフライスさんと違って、

まだプロチームではありません。アマチュア集団クラブです。 

２０１２年、はじめての県リーグを勝ち上がりました。続いて、中国リーグで勝ち、チャレンジリー

グに上りました。当時、なでしこリーグは１部リーグとチャレンジリーグしかなかったのですが、チャ

レンジリーグへの入れ替え戦、鹿児島戦で、しっかりと勝ってくれて、チャレンジリーグへの昇格が決

まり、参入させていただくことになりました。 

チャレンジリーグ初年度の結果が１０位でしたが、その次２０１５年から１部、２部、チャレンジリ

ーグとＪリーグと同じ、３部構成となり、なでしこリーグ 2部で５位の成績で終わりました。今後の目

標ですが、1 部昇格をめざしてがんばっていきます。 

いま、女子サッカーチームもＪリーグと並べるよう、組織づくりが行なわれています。現在、なでし

こリーグの理事もさせていただいており、地元の色々なチームに関わっている方々と会議をするのです

が、日本のなでしこリーグに関わるチームはそれぞれ成り立ちが違い、企業や大学が母体のものが多い

です。そのような状況にあって、アンジュヴィオレ広島は、地域住民の皆様からスタートし、企業にお

願いして、県にお願いして、といった活動の中で地域に根付いたチームです。資金については、広島カ

ープ創世記のように、すべて寄付・募金で確保しています。 

なでしこリーグ２部になったことで、全国での試合となり遠征費も、かなり多くかかっています。 

多くの皆様に賛助会員になっていただき、このチームを運営していきたいと思います。 

スタッフも全員ボランティアです。三篠（みささ）の体育協会、子ども会や、青少年健全育成協議会

など、様々な地域の方々が所属しているのですが、現理事が、社会福祉協議会の会長でもあり、地域の

方々が協力する体制ができています。また、一般から公募により来ていただいているボランティアの

方々も含めて、全てボランティアで運営しています。 

リーグの試合運営は初めてのことですが、ＮＰＯメンバーやボランティアの方々とピッチのラインペ

イントやスポンサー看板設置、ゴールポストの設置など、前日遅くまで掛かって準備をし、試合に備え

ています。 

また、会場施設の電光掲示板が壊れたり、なかったりするのですが、メンバー表示板を手づくりし、

地域のサッカー選手達などに手伝ってもらったりしています。 

先ほど申しましたが、アマチュアチームのため、選手はみんな普段働いております。昼間はそれぞれ

の企業で働き、夜７時から９時まで練習に取り組んでいます。また、2016 年からは、リーグの規定に

より、各企業に依頼し、16 時まで勤務、17時半から練習に入ることになっています。 

3 月からシーズン開幕のため、練習に励んでいます。 

先ほどの動画でキャプテンが出ていましたが、久しぶりにスカート姿を見ました。普段は各企業で働
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き、夜に好きなサッカーをしています。 

私が高校生の頃は、広島はサッカー王国といわれた地域でした。サンフレッチェ広島も現在に至るま

でに苦労していますが、サッカー王国なのに、地域のチームがなかったのです。女子サッカーといえば、

なでしこジャパンが有名ですが、あの中には広島出身の選手もいます。 

良い選手がいても、地元にトップカテゴリーのチームがないため、県外に出て行ってしまう、という

流れもあります。そのような背景もあり、アンジュヴィオレ広島を立ち上げ、広島や中国地方で良い選

手が集まればよいなと思っています。おかげさまで、県内に戻ってきたりしています。 

アンジュヴィオレ広島の下部組織としてアカデミー部門があり、Ｕ18、Ｕ15 のチーム、Ｕ12のス

クールがあります。 

小学生世代にはいくつかの女子サッカーチームがありますが、中学生になると女子サッカーチームが

ないということが多々あります。そのような状況があり、全国的に女子サッカーチームを強化しようと

いうことで、Ｕ15 をつくり、女子サッカーの振興を行なっています。 

アンジュヴィオレはスポーツを通じて、地域社会の中で、貢献していけたらと思っております。サッ

カーをやりたい子の受け皿になれるように、もっと広がっていけたらと思います。 

最大の目標は、トップチームがなでしこ１部に昇格し、将来的にはプロチームになること、目標はそ

こです。 

また、母体のカルチャークラブは、文化系の活動も行なっています。103 年前に走ったかよこバス

も行なっています。幅広い活動の中で、女子サッカーチームがとけ込んでいけて、地域の活性化を図っ

ていけたらと考えています。 

サンフレッチェ広島と同じように、アンジュヴィオレ広島が広島の中で、愛されるチームになれるよ

うがんばっていきたいと思います。 

賛助会員もございますので、是非ご参加いただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンジュヴィオレ広島 動画の様子 
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■尾方 

テレビ番組で特集されたときの映像を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

広島経済大学 動画の様子 
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 第２部 パネルディスカッション ～地域と共に輝くために～                

第２部を始めるにあたり、話題提供としてご紹介します。 

日本のプロ野球チームの所在地、都道府県で色を付けすると、北海道から福岡までチームが存在しま

す。 

次にＪリーグですが、Ｊ３は、U-23等、参加チームの基準が複雑なため、Ｊ１・Ｊ２のみ挙げさせ

てもらいました。東北地方、九州地方には存在しませんが、プロ野球と比較すると、これだけのチーム

があり、また、一つの都道府県に複数のチームが存在するところもあります。 

次になでしこリーグ１部・２部については北海道、東北地方には存在していません。 

トップカテゴリーということで、来シーズンから始まる、Bリーグですが、都道府県で見ると北海道、

東北地方が充実しています。インドアスポーツであることも理由かと感じます。 

バレーボールのプレミアリーグ（男子・女子）は、かなり偏りが見られます。大都市にチームが少な

いといった状況です。 

ラグビー、トップリーグ１部と２部は、「トップ九州」などのリーグがあります。 

次に、ハンドボールではメイプルレッズ、レオリック等、活躍されているチームがありますが、分布

を見ると、沖縄にもありますが、北の都道府県が寂しいといった印象です。 

全てのチーム分布を重ねると、和歌山県、鳥取県（Ｊ３を含めると、ガイナーレさんがいますが、Ｊ

３を除いた関係で、鳥取県が空白です）、高知県、宮崎県がトップリーグのない県となっています。 

広島県は７チームあります。東京都が６チーム、千葉県が６チームで、広島県は７チームもあります。

若干ひいきめではありますが、これだけのトップリーグがある県だということを皆様に知っていただけ

たらと思います。 

では、このような広島県において、「チームが地域で輝きつづけるために」ということで順番に皆さ

んに質問します。最初に、現在力を入れて取り組まれている地域貢献活動の中で、地域の受け入れや評

判が良いとか、あるいはあまりうまくいかなかったなといった事例等について順番にコメントをお願い

します。 

 

■織田 

やはりニーズが多いのは選手に来て欲しいといったことです。学校ですとかあるいは企業や行政など

のイベントに来て欲しい、特にサッカースクール、一緒にボールを蹴ってほしい、といったことです。

ただ皆さんもご理解いただけると思うのですが、サッカーのシーズンと言うのは、来月から公式戦が始

まるのですか、これは勝てば勝つほどにですね、天皇杯の決勝などに行きますと、シーズンの切れ目が

ない、選手もずっと試合に追われるような生活になりますので、なかなか選手にとっても、我々にとっ

ても、試合の中で活躍してもらうということが 1番大切になってくるので、休みの日と言うのは、しっ

かり休ませたいですし、選手が行けるとしたら、そうした休みの日なのでしょうけれども、このあたり

の日程調整が難しいのが現実です。そうは言いながら地域密着と言うのは大切なので、今 1 番喜ばれて

いるのは、我々の方で企画はしますけれども、小学校訪問です。エピソードとしては、野津田選手とい

う若手選手がいます。彼が、井口明神小学校だった時に小学校訪問で交流した選手が佐藤寿人選手で、

隣同士で給食を食べたそうです。それですごい佐藤寿人選手に憧れたと言うエピソードがありました。 
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■岸房 

バスケットボールでも、選手に来て欲しい、具体的にバスケットボールの指導をして欲しいというニ

ーズは結構あります。バスケットの場合は 6 月から 9 月末までのオフシーズンを中心に、訪問をして

バスケットボールの指導をしています。また、5 日間位の合宿を 8 月～9 月で 3 回位行います。昨年

の場合は、庄原市と江田島市と、呉市の安浦町でやりましたが、ぜひ合宿に来て欲しいと言う声があり、

これは私どもが合宿の練習を全て公開練習にしているので、広島からファンの方が結構来られると言う

事もあるのですが、もう1 つは地元の方を喜ばしてほしい、子供たちにもバスケットの指導をしてほし

いといった要望が非常に多くあります。特に江田島市さんなどは、合宿誘致委員会等も作っていただき

まして呼びかけていただいて、招いていただきました。他の地域も含めてぜひ合宿に来て欲しいと言っ

たニーズは結構あります。また、9 月中旬から下旬にかけて 2 回から 3 回、プレシーズンマッチ、他

のチームとの練習試合、プロ野球で言えばオープン戦なのですが、これをやります。昨年の場合は、三

次市と府中市で呼ばれました。府中市では 2年連続でプレシーズンマッチを行いましたけれども、地元

で実行委員会を立ち上げていただいて、ここまで段取りをするので、ぜひ来てほしい、この地域で試合

をしてほしい、地域を盛り上げて欲しいと言うことで、プレシーズンマッチについても、あちこちから

要望が来ている状況でございます。可能な限り応えていきたいと思っています。 

 

■堀 

地域貢献活動といいますか、地域活性活動と言ったほうがいいのかもしれませんが、私どもはツール

ド広島を開きたいということで、安芸高田市のエリア、6エリアあるのですけれども、そこで全部コー

スを作って、サイクリングイベントをやりました。このお話をいただいたとき、我々の運営の知識や経

験の中で、淡々と進めていけば可能なのですが、まず初めにやった事は地元での会合でした。地元の人

が声をかけあって、自転車に乗ってない人ばかりが集まって、実行委員会の準備から入りました。そし

て実行委員会を作って、主は彼ら、地元の方が集まって、ああでもない、こうでもないとたくさん集ま

りました。そこで我々は選手が出る側ではなくてスタッフやアドバイザーとしてそこに関わっていきま

した。地域の人たちが何か行き詰まったとき、自転車だったらどうするの、途中の食事はどうするの、

何か行き詰まったときに我々がアドバイスする。それ以外はすべて地元の方々にやっていただきました。

ここで何が生まれてくるかと言うと、我々がやるイベントではなくて、地元がやるイベントになります。

そこに我々のＪプロツアーで戦っているトップのチームが参加させていただき、一緒にやっていく、こ

れが地域の活性化につながっていると思います。残念ながら今年は雨で、事故や低体温症等のリスクか

ら中止にはなりましたが、終わった直後から地元の方から来年もまたやりたい。ぜひアドバイスしてく

れと言うことで、昨年末に新たな実行委員会を立ち上げ、我々はアドバイザーとして参加させていただ

いています。今年の実施は 6 月になりましたけれども、それに向けて地域みんなでやっていける大会と

言う意味では良い事例ではないかなと思って紹介させていただきました。 

 

■神村 

アンジュヴィオレでは、スポンサーさんのイベントや地域のお祭りなどにも参加させていただいてい

るのですが、何しろまだまだアマチュアの集団なので皆さんに知っていただくのが 1 番だと思うので、

声をかけられたら、できるだけ選手に無理がないようにはしているのですが、1 人でも2 人でもそうし
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たイベントに参加させていただいて、参加したイベントの中で知ってだくといった活動を行っています。

女子サッカースクールもやっています。スクール生もこの地域だけではなく、広島市のあちこちから来

ていますし、選手のほうも毎回では無いですが、スクールに来ていただいて指導を行っています。 

 

■尾方 

現役時代はトップス広島で、小学校訪問とか、そこで陸上競技を指導したりしました。大学の立場と

言うことでは、陸上教室もそうなんですけれども走り方の指導をしてほしい、指導者として呼ばれて小

学生や中学生に走り方を教えることを求められて、ここ 4 、5 年ぐらい行っています。例としまして

は東広島市の教育委員会で、夢・感動授業と言うのがありまして、スポーツだけでなく色々な分野の方

を講師として呼んできて、その中で陸上は公開授業ということをやっていて、そこで自分も参加させて

いただいたり、他には広島県の教育委員会に呼ばれて、中学生の走る能力が低下していて、全国平均を

下回ったデータが出ているので走り方を教えて欲しいということで、県内の中学校小学校に行き、走り

方を教えてきました。問題点としましては小学生としては無理に長距離を教えなくてもいい、ただ基本

的な走り方、腕の振り方とか足の振り上げ方とかを教えるとやる気になってくれるのですが、中学生と

なると実践的な長距離ということを教えないといけなくなるので、やはり向き不向きと言うのもありま

すし、あとはどうやって長い距離を楽しく、持続させて走らせねばいけないかという事が結構、そこが

何かきっかけで楽しく走ってくれる子はいいようですけれども、そうじゃなくて元々嫌いで、全く走り

たくないといったそこからの先入観からで入ってくる子に対しては、10 分でも走ろうと言ってもなか

なか走ってくれないので、そこら辺の対応加減が難しいですね。以上です。 

 

■森島 

ありがとうございます。やはりトップアスリートの皆さんなのでトップアスリートとしての技術を教

えて欲しいと言ったこともあると思いますし、そうやってなかなか触れ合えない憧れの選手が来てくれ

ると言うことで小学生等に夢を与えるということが多いように感じました。 

 

このように皆さんが地域貢献活動に積極的に関わりながら、この広島という地で、チームの拠点を構

えられているわけですが、広島で活動する、広島を地元としてチーム運営していく中で、先ほど広島の

街にはトップチームかこんなにもあると言うことと、エネルギア総合研究所の調査によると、スポーツ

観戦率、プロ野球、J リーグ、当時の bj リーグの 3 カテゴリーの観戦率が 1 番高いのが広島県、２位

が宮城県で、7 割近い観戦者数といったデータが出ており、これは人口に対して割ることによって、評

価がされていたのですけれども、これまで活動されてきて、広島の評価がやってみてどう思われたか、

良いところ、悪いところ、他の県ではもっとこういういいところがあるとか、ここはやりにくいなど、

お話しできる範囲でお願いします（笑）。 

 

■岸房 

プロチームの中で、1番後発ですので、広島についていろいろ感じておりますが、少し話させていた

だきたいと思います。広島東洋カープがあると言うこと、あるいはサンフレッチェがあると言うこと、

こういうことも含めてトップカテゴリーのチームがたくさんあると言うこと、広島のスポーツ文化、ス
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ポーツを観戦すると言う文化がある程度確立されていると感じました。というのも昨年用事がありまし

て、宮崎に年末に行ったのですけれども、広島東洋カープ出身の片岡投手が現地でお好み焼き屋をやっ

ているのです。その前からちょっと知り合いだったものですから、ちょっとたずねて行ってみてバスケ

ットの話ですとかスポーツの話をいろいろさせていただいたのですが、その中で宮崎では 6球団のプロ

野球チームはキャンプをするそうです。それでお金を払わなくてもプロの選手が見れると言うことで、

お金を払って見ると言う文化がないと言うふうには言われました。 

bj リーグのチームを設立しようとしたのですがうまくいかなかった、そうした意味で広島ではカープ

にお金を払ってレベルの高いスポーツを見に行くといった文化が確立されている、凄いことなんだと改

めて感じました。地元紙やテレビ局を始め、スポーツの報道体制もきちんと整い確立されているという

ことは非常にメリットとして感じています。ただ後発の運営母体としては、なかなかスポンサー集め、

あるいは観客動員対策、あらゆることをやらないと経営が厳しいものがありますから、いろいろな企業

を回ってみるのですが、うちはもうカープに出しているとか、サンフレッチェさんに出しているとか、

と言うことでもうこれ以上は出せないというところが結構あります。それから観客動員につきましても、

試合日が重なることがたくさんありました。その時に少し影響を受けているなという感じがしておりま

す。 

今度はサンフレッチェさんの開幕戦、2月 27日、あの日に私どもは、ホームゲームを廿日市で開催

するのですが、もうここでも重なってしまいます。探せばあちこちあるんですけれども、広島にはプロ

スポーツを見たいと言う方がたくさんいらっしゃいますけれども、重なった場合はどちらかにしか行け

ないと言う事情がございますので、少しは影響を受けるかなと感じております。 

 

■織田 

特にカープさんと重なることが多いですね、よくご意見であるのはカープと日程調整をしたらどうか

というお話も伺いまして、話は分かるのですが、J リーグだけでもリーグ戦の日程を組むのにかなり苦

労してらっしゃる、それに試合数の多い野球も加えるとものすごく大変になります。更にドラゴンフラ

イズさんと日程調整になるともう不可能になります。お客さんの取り合いをするわけではありませんが、

それほど広島には沢山の楽しめるスポーツがある、皆さんもできれば野球だけ、サッカーだけ、バスケ

ットだけとか言うのではなく、いろいろなスポーツを交流しながら見ていただければなと願っています。 

 

■尾方 

やはり先ほどお話にはあった通り広島は本当にトップスポーツが盛んな地域であって、自分が県外に

出てよく言われるのは、広島って本当にトップスポーツがたくさんあるね、いろんなスポーツが見れて

いいねということをよく言われます。その中でも野球とサッカーと言うのは有名ですが、バレーボール

やハンドボール、最近はバスケットボールなど、本当にたくさんのスポーツがあって、スポーツ王国広

島と言うのを昔から言われているんですけれども、活かしきれて無いのではないかなと思います。トッ

プス広島と言う団体も作って、連携した活動もしていますけれど、十分に機能していない部分もありま

すので、そういったせっかくの組織をもっとうまく使っていけばいいと思います。プロスポーツ、アマ

チュアスポーツのすべてがもっとみんなで盛り上げていけるように、今年はリオのオリンピックがあり

ますし、オリンピック選手を広島から何人も出そう、そのスポーツ団体の選手を応援しようという雰囲



 

 20 

Ｈ27 年度 社会貢献活動 やさしいまちづくり 

気になれば盛り上がってくると思いますし、そういった手助けをしていきたいですし、ここにいらっし

ゃるみなさんも、そのように思って活動されていると思います。 

 

■神村 

先ほど言われたように、試合が重なると、アマチュアの団体である私たちはとても観客が少なくて悲

しくなります。カープさんとサンフレッチェさんが重なると、特にサンフレッチェさんのサポーターの

方は結構アンジュヴィオレの応援に来て下さる方が多いので、二つが重なると激減するので影響が大き

いです。 

今からの子どもたちにとっては、選ぶところがたくさんあることは、良いのではないでしょうか。私

自身、スポーツは大好きなので、アンジュヴィオレとしてだけではなく、スポーツ王国を応援していか

ないといけないと思っています。 

先ほど尾方さんが言われた、広島の子どもたちの体力が落ちている、スキップができない子どもたち

が多いのはご存知でしょうか。特に低学年が、数値が低下しています。これだけのスポーツ王国なのに、

子どもたちの運動能力は他の県に比べて確かに広島は低いほうです。学校に色々と関わりがあり、学校

に行って子供たちの様子を聞くことがあるのですが、ぜひとも広島にこれだけのスポーツがあるのだか

ら、今から地域の子どもを育成していけたらと思います。また、そこにアンジュヴィオレのチームとし

て貢献していきたいと思います。 

 

■森島 

自転車という立場から、活動拠点としての広島はどうなのでしょうか。 

 

■堀 

活動拠点としての広島は、自転車にとってみれば、すごく良い環境にあります。それは山があったり、

海が近く、平地がある。そして島がある。こんなにたくさん走るところがある場所は、多分、全国でも

一番ではないかとさえ思っています。 

おかげでサイクリングイベント、もちろん県知事もそうであるし、尾道のしまなみ海道もそうである

し、いろんなイベントが行われているのはそういう結果ではないかと思う。 

練習する場所はとても豊富にあります。しかしながら、自転車が走る環境かと言われれば、全くそう

ではないです。他県に比べて、自転車と車、もっと言えば車と歩行者、歩行者と自転車のシェアがうま

くできていないという意味では、全国でもワーストではないでしょうか。もちろん、広島という中洲の

中にある都市の関係上で、道路がつくり難かったり、橋があったりするため、新たに自転車道をつくろ

うとなってもなかなか難しいとは思います。その前にやることは、交通ルールやマナーを守ることであ

ったり、安全な走り方であったり、もちろんお互いを気遣う、弱者を気遣う、ということを一人ひとり

が思わないといけないことがあると思います。 

 

■森島 

広島は工業都市というか、ものづくりの都市でもあります。そういった点で、自転車はファクトリー

チームなど、他の競技と違って、自転車本体もチーム毎にいろいろと違いがありますが、提供を受けた
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り、製造したり、そういう視点での広島の可能性はいかがでしょうか？ 

 

■堀 

車はマツダさんがあり、いろんな下請けの自動車工場もたくさんあります。小さいながら、フレーム

をつくっているメーカーさんはあります。しかしながら、資金力やスポンサー等で、ロードレースに使

っているフレームはものすごく高価で、技術力と材料、今はカーボンが主流になっているのですが、そ

れを仕入れるルートをつくるという意味合いでは、技術はあれど、そこまでの資金力がない、というの

が現状だと思われます。 

 

■森島 

観戦という点では、私たちは、様々な種目の色んなものを苦労せずに観ることができる環境と言われ

ており、恵まれていると思いますが、運営される側としてみれば、集客面で試合が重なると大変という

苦労があるということでした。先ほども言われていましたが、取り合いではなくて、どのスポーツもい

かに均等に観戦されているか、トップス広島もそう意味も含めて設立されたのでしょうが、それがまだ

まだうまく機能されていないということですので、私たちも含めて、これからもっと、いろいろなスポ

ーツについて勉強し、すべてのスポーツが脚光を浴び、国内人口が減っているなかでもスポーツがある

から広島に住みたいと思ってくれる人が増えていくのも理想ではないかと思います。 

続いて、スポンサーを集めたり、試合に多くのお客さんに観戦してもらうために、広報活動は非常に

皆さん力を入れて、大変苦労されていると思いますが、効果的な広報活動について、色々なものに取り

組まれていて、難しい点も含めてコメントをお願いします。 

 

■織田 

まず、何を広報するかが大事ですが、選手の顔を皆さんに知ってもらうのはもちろん、我々フロント

としてはそれに匹敵するぐらい大事なのは、試合があることを知っていただくことです。今我々がクラ

ブとして取り組まないといけないことは、コアなサッカーファンの皆さんだけでなく、いわゆるライト

層というか、年に 1 試合か 2 試合観に来ていただける方、あるいは、関心はあってもまだスタジアム

には行ったことが無い方に来ていただくために、どういう試合告知をするかということです。我々の力

不足ではありますが、いつ試合があるかをご存じない方も多いのです。それをどういうふうに告知して

いくのか、パッと思いつくのは、テレビでコマーシャルを流せばいいのではないかと言われたりします

が、テレビは意外にコストがかかるし、30 秒ほど、例えば 15 秒ほどサンフレッチェの試合のスポッ

トを、スマップさんのコンサートみたいに 1 時間に何回も流せば別ですが、我々の予算で遅い時間帯に、

ある局で 2本、3本と流してもらったところで効果は無いし、そっちにお金を使うよりも、今後取り組

みたいのは、PR サポートショップというサンフレッチェを応援してあげようというお店が増えてきた

ため、そういうところにもっと働きかけをして、そこにお願いして、いまでもポスターを貼ってもらっ

ていますが、もっとそういうのを増やしていただく、あるいはお店をご紹介いただく、とにかくサンフ

レッチェの試合があるという情報を、至るところにばらまけるように、今からやっていければ良いと思

っています。 
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■岸房 

私達も、いつ試合があるかということをどう伝えたらいいか、なかなか難しいことです。まだまだバ

スケットボールについては、新聞で取り挙げていただく機会が野球、サッカーに比べたら少ないです。

今年の秋から始まる Bリーグはその辺りにかなり力を入れて、リーグ全体としてやってくれると思うの

で、少しは違ってくると思いますが、まだなかなか難しい。私達も、今年、事務所がサンフレッチェさ

んの事務所に近いマリーナホップということもあって、結構色々なことで教えていただきながら、ご指

導いただきながらやっているところです。先程の PR のサポートショップも今、徐々に増えてきていま

す。あちこちでのぼりを立てていただいて、試合のスケジュールを貼っていただく、ポスターを貼って

いただくと、こういうこと等を更に今後増やしていきたいと思っています。それと、私どもはまだまだ、

CM や TV 出演という機会が少ないので、facebook とか twitter とかでも HP と同じような情報を流

して、見ていただく機会を増やそうと、今取り組んでいるところです。何が効果的であるかは、まだな

かなかわからないと思いますが、少しでも観ていただく機会を増やそうということで取り組んでいます。 

 

■森島 

自転車の場合は、ロードレース観戦は有料ではないですよね。 

 

■堀 

自転車のロードレースは公道を利用しているので、どなたでも観ていただける利点があります。逆に

入場料などは取れないため、スポンサーで賄っていたりします。まずは観てもらうことが一番なのです

が、広島近郊の場合、残念ながらレース会場は広島空港横の中央森林公園となります。ここまで出向い

ていかないと観れないし、おそらく、そこでロードレースをやっていることも知られてない、ロードレ

ースがどのようなかたちで観れるのかもわからない状況ですから、まずはここでやっているという告知

活動をしっかりとするしかないと思います。効果的でいえば、media mix はもちろんなのでしょうけれ

ども、全国の、日本でまずは勝つこと。これ以上のことはないのでしょうけど、足で稼ぐことです。自

転車乗り、サイクリストは SNS をよく使うのですが、SNSの発信力が非常に強いです。だけど、これ

ばっかりやっていても所詮サイクリスト、自転車を好きな人にしか伝わらない。自転車を知らない人に

観てもらおうと思えば、やはり、身近にロードレースを観れる環境を早くつくること、これしかないな

と思います。 

 

■神村 

みなさん、私たちと同じようにされているのですが、広報活動と動員は重なると思うのですが、試合

の前に子どもたちのサッカー大会を企画したり、年配の方向けにグラウンドゴルフ大会を行って参加料

をいただく代わりに大会後に試合を観てもらうといった取り組みをしています。お年寄りからすれば、

男子のサッカーのスピード感と比べると女子は少しゆっくりした試合の展開となるため、女子のサッカ

ーもいいなという声が昨年はありました。そういった見方で、グランドゴルフ世代を今年は攻めてもい

いかもしれないと思っています。同じように facebook を使ったり、幟を掲げてくれるサポートショッ

プ活動もやっています。横川や三篠の地域でもっと、サンフレッチェ・アンジュと旗が並んでいくよう

になったらいいなと思っています。 
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■森島 

特に入場料を取るスポーツになると、やはり試合告知というのが非常に重要であるわけですが、広島

だと試合日程が重なるという難しい現状があることがわかります。 

活動拠点としての広島がどう評価されているか、という話を伺いましたが、サッカーもバスケットボ

ールもそしてロードレースも全国を転々とする中で、ホームとアウェイ、ビジターの違い、相手チーム

の環境、自治体に行った時の状況、サポーターの状況、相手チームの状況も含めて、もし特徴というか、

こんな違いがあると気になった点があれば、ご紹介いただきたいと思います。 

 

■神村 

昨年のオープニングがアウェイのAC 長野パルセイロレディース戦でした。長野県は Jリーグのチー

ムが松本と長野の２チームあります。他のスポーツはウィンタースポーツがあるくらいで、ほとんどサ

ッカーオンリーのようでした。そのために素晴らしいサッカー専用球場ができていました。桃の畑を潰

してサッカー場を作ったと聞きましたが、男子の長野パルセイロとサポーターは重なっているのだと思

いますが、すごい人数で、なでしこリーグとしては珍しいぐらい多く、1500～1600 くらいは観客が

いたと思います。すごく近くでサッカーのプレーを観れました。陸上競技場があるとトラック分だけ遠

くになりますが、ここはないのですごく身近に観れてよかったです。広島も平地でもっと土地があれば

なと悲しい気持ちになりましたが、とにかく、動員数にはびっくりしました。ただ、なでしこ 1 部のチ

ームでもホームの球場がないところがあり、お互い苦労しながら女子のチームはやっています。動員数

も必ずアップしなければいけないので、みなさん頑張っています。１部はほとんど有料ですが、２部の

チームはどうしても会場費が払えないということで無料のところもあります。いい球場を借り有料試合

とすると、会場費が上がります。それゆえに、無料試合とするチームもあります。動員がなかなかかけ

られないということで、動員のやり方はなでしこ１部のチームでも随分苦労しています。それを思うと

２部でありながら、アンジュヴィオレ広島は本当に地域のボランティアの方々の支えで成り立っている

と思います。あっちこっちで頑張って広報してくださっているのだなと、ひとりひとりがしてくださっ

ているのだなと思います。少しずつ動員数も増えてきています。 

 

■森島 

私も、サンフレッチェの全試合見に行くようなサポーターだったのですが、よく浦和のホームゲーム

ではすごいなぁと思っていました。バスケットボールもビジターとかあるわけですが、皆さんアウェイ

として乗り込んで、印象的な地域はありますか。 

 

■織田 

印象的な所は中国です。アジアチャンピオンズリーグで中国に行ったときは大変です。3月 23日に

ホームで ACLを戦いますが、火曜日の夜なので、集客がかなり厳しいことが予想され、5000 人来て

いただければありがたいというところですが、中国では平日でも 3 万人・4 万人集まってきますので、

すごく強烈でした。すごいアウェイ感というのを感じました。 
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■岸房 

やはり、強くなくてはいけないと実感しています。特に、今、リンク栃木というチームに田臥選手と

いうＮＢＡ経験のある有名な選手がいて、トップ争いをしています。そこまで強くない時の観客動員数

と今現在を比べると、はるかに増えています。やはり、がんばって勝つことが一番大事です。負けこん

でいるチームは観客数が少ないということをすごく感じます。プロですから、勝たなくてはいけません。

惜しい試合をしたから良かったということだけではダメなんだなと特に感じています。 

 

■堀 

他の皆さんとはちょっと違い、ロードレースの場合はホーム・アウェイがそこまでは感じられません。

（私だけ感じなかったのかもしれないですけど） 

たとえば、我々ヴィクトワール広島はオレンジ色のユニフォームで戦っていますが、地元広島でレー

スがある時は、スタート時に最前列に並びます。他県でも一緒です。 

例えば宇都宮の大会であれば宇都宮ブリッツェンが最前列に並びます。それで選手の紹介をし、披露

していくといった文化があります。称えるという文化ですね。これはヨーロッパのロードレースがまさ

にそうであり、日本も踏襲しているということです。 

ですから、何が違うかというとその会場の色が違います。エディオンスタジアムでのサンフレッチェ

の紫と一緒です。 

今回中央森林公園でのレースでは、本当にオレンジ色に染まりました。ファンの人たちがたくさん、

応援してくれました。ですが、やはり関東に行けば、まだまだ人気のあるトップレベルのチームはその

染まり方が違います。この辺は、我々のやる気であったり、まだまだチーム規模等の格差だと思います。 

ただ、勝った選手には、同様に称えるというのがロードレースの文化です。もちろん悔しさもありま

すけども、勝ち方が素晴らしければすばらしいほど、その人を認める、そのチームを認めるというのが、

目に見えて少し違うところかなと思います。 

 

■森島 

私も昨年の森林公園のレースではオレンジの T シャツを会場で購入して応援させていただきました

（笑）。 

プロとアマチュアの違いや、試合、大会の運営等も異なるとは思いますが、チーム・団体の運営、試

合の運営など、選手の関わり方や、いろんな人手がいるというお話がありました。ボランティアなど支

援される方がどのように関わっているのかという点についてお願いします。 

 

■織田 

私はサンフレッチェの前のアマチュア時代のマツダの時代の選手だったので、当時は試合する時に選

手が会場を設営したりということがありましが、プロになってからは選手が設営するということは一切

ありません。ただ、さすがに森保監督に手伝わせるわけにはいけませんが、サッカースクールの若いコ

ーチ達には試合終了後に会場撤収を手伝ってもらったりしています。試合運営の方も、基本的にはほと

んど専門の業者さんにお願いし、警備や誘導をお願いしています。 

だいたい一試合あたり平均で、関わる人数が 400～500 人います。ボランティアの方の力も絶対必
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要で、現在、平均で 70名ぐらいの方にお手伝いいただき、入場者のチケットのもぎりや会場内での誘

導などを手伝っていただいています。ボランティアの方も我々にとっては貴重な戦力になっていただい

ています。 

 

■森島 

ボランティアの方の増減や、年齢層等に特徴がありますか。 

 

■織田 

増減はそれほどないですが、私が見る限りでは、わりとご年配の方が頑張ってくださっています。 

 

■岸房 

バスケットでは、体育館が会場の場合、1階のフロアにシートを敷き、イスを設置しないといけませ

ん。そのため設営・撤去・運営という形で、相当ボランティアの方にお願いしております。だいたい土

日を中心に試合がありますから、１節に 150 人くらいのボランティアの方に来ていただいて、チケッ

トのもぎりとかいうものも含めて運営をしております。ボランティアさんの力が無いと、まだまだ自前

で全部そこまでやる、という所までいっていませんので、ボランティアさんのおかげで何とか興業がで

きている、というところです。 

 

■堀 

契約形態でいいますと、選手・スタッフ、皆さん仕事を持っています。国内のトップカテゴリーで戦

っているチームとはいえ、まだまだそんなに認知もされていませんし、スポンサーも我々の努力不足も

あってなかなか資金繰りが難しい状態です。そんな中で仕事を持ちながら日々の練習を行い、そして土

曜日・日曜日に出られるレースのポイントを絞って、編成をしております。その編成はスタッフが出来

るときはやりますけど、選手でもやっています。F1 サーカスというのがヨーロッパにありますが、日

本中をそういったチームカーで、もしくは自費で、飛行機で行ったりしていますけど、契約形態の中で

は一部我々の方で負担できますが、基本的には選手の皆さんの負担、それとボランティアの人たちで賄

っているというのが現状です。 

 

■神村 

アンジュヴィオレは全員がボランティアです。役員もほとんどがボランティアです。組織の中のボラ

ンティアのメンバーが 50 人くらい。それから募集して、昨年からボランティアとしてお手伝いいただ

いている方もいます。試合では担架要員やボールガールなど、高校や大学のサッカークラブがずっと手

伝ってくれていますので、それをプラスすれば 100 人くらいの人数でやっていますから、ボランティ

アが一番大事です。 

 

■織田 

我々も試合前日の設営と、試合が終わった後の撤収は事務所のスタッフもやっています。試合中は、

それぞれ営業担当は VIPのお客様の対応であったり、運営担当は試合の運営、と必要なんですが、前日
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と試合が終わった後は、経費節減という意味ももちろんありますが、もう一つはクラブとして、会社と

しての一体感ですね、我々が選手のために一生懸命試合の運営をするんだ、という気運醸成のためにや

らせていますし、私もやっています。 

 

■森島 

やはりボランティアの関わりが非常に大きいという所だと思います。例えば海外のそういうボランテ

ィアの運営というのはあるんでしょうか？自転車はありそうですね。 

 

■堀 

海外で言えば、ツールドフランスはテレビ等で皆さんみたことがあるかと思いますが、「我々の村に

ツールがやってくる」というのは何十年に一回しかやってこないツールですから非常に名誉なこと、誇

りです。距離にして 3 千から 4 千キロ。高低差は 2 千メートル以上、その世界でナンバーワンのカテ

ゴリーのロードレースが正にボランティアで成り立っています。もちろんヨーロッパには文化がありま

すから、スポンサーの金額ももちろん大きいです。でもそれを払っている・支えているのはボランティ

ア、ファンの人達です。 

 

■森島 

私もアンジュヴィオレの試合の運営ボランティアをしていますが、これは楽しくて仕方がないです。

今は得点係というものをやっていまして、電光表示板の得点を入力したりするお手伝いをしています。

こういう経験ができるのは地域のまだまだ小規模なクラブチームならではの経験なのかもしれません

が、普段、この辺の近所で活動しているおじさんなんかと一緒に審判の補助についたり、設営後のゴー

ルポストを計ったりしていて、今までサッカーをほとんど見にいっていなかったおじさん達の頭の中に、

ラインの幅とかの寸法がきっちり入っていて、がんばっている。クラブチームの運営に関わること自体

が、日頃の子どもの世話とか、地域の活動の延長線上みたいな形で非常に生き甲斐になっているという

のを、自分自身の活動を含めて実感しています。そのため、これだけのチームが広島あるということは、

こうした機会・チャンスも多いということだと思います。こういった面でも、いろいろ携わる機会が増

えて、一般の人も手伝えることがあるということを知ってもらえれば、よりチームへの愛着も増えるの

ではないかと感じたところです。では、会場の皆さんの質問を受け付けたいと思います。いかがでしょ

うか。 

 

■一般参加者 

本日は楽しいお話を有り難うございました。せっかく建設コンサルタンツ協会さんプレゼンツという

ことなので、スポーツとまちづくりに絡めて、理想のハードについてお伺いできたらと思います。先程

アンジュヴィオレさんが長野県のお話をされていたり、ヴィクトワールさんが古民家のお話をされてい

たんですけど、練習場であったり、あるいは子ども達の世代の練習環境であったり、あるいはトップチ

ームのスタジアム・アリーナ・競技場の話でも良いので、お伺いできたらな、と思います。 
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■岸房 

バスケットボールの場合は、新リーグに入会するにあたって、基準がありまして、5000 人規模のホ

ームアリーナがあり、年間のホームゲームの 8 割が開催できることが条件でした。広島の場合はグリー

ンアリーナやサンプラザもあります。他のチームでは全くないところもありました。マスコミを賑わせ

た秋田県では秋田県知事が 3000 人規模で潤っているじゃないかと、しかし川口チェアマンは譲りま

せんでした。なぜバスケットボール王国の秋田県が 3000 人で満足するんですか。なぜ、5000 人、

10000 人にしようと思わないんですか。それが改革ではないんですかと。結局秋田県は新しく作るこ

とになりました。そういったチームがありました。島根県も 5000 人規模の体育館を計画中です。多

額の税金を使って、それでも地域の活性化に役に立つということなんですが、そういった面では非常に

恵まれている。ただ、8割とれるかが心配でした。特にグリーンアリーナはいろいろなスポーツが入っ

ていますので、サンプラザの方が、少し余裕があって、何とか 8割確保できそうなので新リーグに認め

られました。そういう意味で広島はスポーツ王国でスポーツに理解があるということで恵まれているな

と感じました。 

 

■織田 

皆さんがご期待されていると思います。ただ、そういった生々しい話ではなく、理想の話をしますと、

場所は別として、エディオンスタジアムはサッカーを中心に考えると芝生のピッチからスタンドまでが

遠く、意地悪を言うと双眼鏡がいるぐらい。臨場感が足らないということを考えると、やはりサッカー

を見ていただくことに限ればスタンドとの距離が近い専用スタジアムがあるといいです。ただ誤解して

いただきたくないのは、よくよく言われるのが、年間 20試合で 20日しか稼働しないじゃないか。そ

んなものをつくってどうするんだと。サンフレッチェの試合は 20試合ですがサッカースタジアムが出

来ればアンジュヴィオレさんの試合、あるいはサッカースタジアムの広さがあればラグビーの試合も可

能です。もっと言えば広島の場合は高校サッカーも盛んですから、ただ 1回戦から使われると芝生が傷

んでしまいますから、準決・決勝ぐらいならできるのではないかと思います。もう一つは、今エディオ

ンスタジアムで、年に１、２回コンサートがあります。その際にパレットが敷かれ、芝生が傷むので嫌

だなと思っていたのですが、芝生のメンテナンスの技術、パレットの技術が向上して、コンサートのあ

と 1 週間後に試合をやっても何の影響もありませんでした。ですから、サッカースタジアムの中でさま

ざまなイベントを開催することも可能になったと思います。 

また、スタンドの下に、ビジネスラウンジやレストランがあれば、商談に使ったりできますし、一般

のお客さんの利用もできる。今からつくるのであれば、サンフレッチェのためだけ、アンジュヴィオレ

のためだけに造るのはナンセンスだと思います。みなさんが楽しめる 365 日稼働できるスタジアムと

することは可能だと思います。そういうものをつくってもらいたい。もっといいますと、芝生のグラウ

ンドは大人が走ると傷みますが、幼稚園の遠足に来てもらって芝生のグランドを裸足で走り回って、レ

ジャーシートを敷いてお弁当を食べてもらっていいと思います。広島のため、まちづくりのためにもサ

ッカースタジアムあった方がいいなと思います。 

 

■岸房 

一年ですぐに上がりたいと考えています。サッカーと同じように準優勝以上は自動昇格ということで
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すし、3位は入れ替え戦があるということですので、今のチーム力を維持できれば、昇格できるのでは

ないかと期待しています。スポーツ王国と言われていますが、広島でもっともっと子ども達に何かのス

ポーツをやってもらって、子ども達の健全育成に貢献できればと思っています。スポーツの力で人を結

びつけたり、いろいろな力があります。今日もお話ししましたように、スポーツで各地域を活性化した

い、県や市町でチームがたくさん増えているということで、スポーツは人を育てることができる。夢を

与えることができる。感動することができる。スポーツの力を活用して、よりよい広島県づくりに貢献

していきたい。子ども達の健全育成、みんな地域社会に関心をもってもらう。スポーツでひろしまを誇

りに思ってくれている人もたくさんいると思うのですが、もっともっと増やして、ひろしまという地域

に関心をもってもらい、よりよい社会づくりに貢献していきたい。そのために私たちはスローガンに示

していますように「広島にバスケでつながる風景を」と、バスケットでつながっていきたい、それぞれ

のスポーツが繋がって、スポーツの大きな輪をつくっていったら、もっとよい広島県になるんではない

かと思い、がんばっていきたいと考えています。 

 

■堀 

我々を知っていただくこと、これにつきると思います。そのためにも、広島市中心部でロードレース

を開催したい。それに向けてがんばっていきたいと思います。 

 

■森島 

ぜひ、広島の中心市街地でロードレースを観てみたいですね！期待しています。 

 

■神村 

アンジュヴィオレはなでしこリーグ 1 部昇格が一番の目標です。皆さんと一緒に喜びたいと思ってい

ますし、選手達もそう思っていますので、来年度は絶対に昇格します。よろしくお願いします。 

 

■織田 

サンフレッチェ広島は広島のみなさんに支えられているクラブです。ですから、皆さんの応援あって

ということですので、皆さんのために力を注ぎたいと思います。昨シーズンは良い成績を残せましたが、

今シーズンにとって何の保証にもなりません。今シーズンはＡＣＬもありますし、厳しい日程となり長

距離移動もあり、タフな戦いが続くことは間違いないです。ただ、選手に言っていることは、弱音を吐

いても仕方がないので、それを力に変えていこうということで、我々はタイトルホルダーではあります

が、あくまで今シーズンもチャレンジャーとして、タイトルにチャレンジしていきたいと思っています。

皆さんの応援が力になりますので、エディオンスタジアムに足を運んで選手の後押しをしてください。 

 

■森島 

皆さんのおかげで、各チームの地域への熱い思いが聞けたのではないかと思います。 

私も関東で 15 年ほど暮らしていましたが、最近は特に、カープ女子もすごいですが、サンフレッチ

ェのアウェイ会場でもすごく人が増えていると思います。私が応援している頃も、レフトスタンドやア

ウェイ側ゴール裏はさながら広島県人会状態になっていました。最近、東京広島県人会が一般社団法人
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化されたのですが、広島県出身ではない方もたくさん入られていて、現在、広報誌の編集委員をされて

いる方も、何年間か広島の支店に勤務されていた方が、広島でカープを見て、サンフレッチェを見て好

きになって、広島が大好きになり、広島を離れても広島に関わりたいという想いで携われています。広

島で暮らしているとわからないかもしれないですが、それくらいスポーツへの応援も熱く、魅力的な街

なんだなと感じたところです。 

我々は建設コンサルタントということで、先ほど、良い質問をいただきましたが、ハードもそうです

が、都市計画や地域振興などの仕事もしています。私たちも今日いただいた意見、知見を活かして、技

術で地域に貢献できるよう活動していきたいと思います。本日は貴重なご意見をいただき、また、たく

さんの方々に参加いただき、ありがとうございました。 
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２．観光ガイドブックの作成 
 

2.1 作成概要 

以下に示す方針を踏まえ、「観光ガイドブック」を作成した。 

・広域から「広島に訪れる観光客」、特に外国人観光客を意識にした「観光ガイドブック」とする。 

・観光客に対する情報提供ツールとして、A5 サイズのガイドブック（冊子）とし、インフォグラフ

ィック等の技術を用いて極力文字の説明がなくても理解できるものを目指す。 

・全体テーマの「やさしいまちづくり」を基本としつつ、普段の業務で携わらないような面白いテー

マを建コンならではの切り口から整理した楽しいツールをつくる。 

・外国人向けのガイドブックであるため、英文の記載を行う。 

 

2.2 作成方法 

各社が冊子の見開き 1 ページを担当した。紙面の構成は以下の通り。 

 

表 紙面割と担当会社 

内容 担当 

表紙、裏表紙 長大 

目次等 復建 

広島の情報 福山 

市電で巡る広島市街地 ～被爆建物めぐり～ 荒谷 

水の都 広島を巡る 復建 

ぴーすくるで GO! 広島駅北七福神巡り 中電 

広島市内島めぐり 長大 

Night View Map 福山 

市電で巡る広島市街地 ～広島でサブかるを楽しもう～ いであ、サーベイ、地域未来 

広島県内 多久野島と竹原の日帰り旅行 いであ、サーベイ、地域未来 

 

ベースとなるデータは各社が作成し、復建を窓口として、印刷用データの作成と印刷製本はデザイン

会社へ依頼した。 

 

2.3 作成結果 

次貢以降に作成したガイドブックを示す。 
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３．まちづくり活動への参加 
 

3.1 活動概要 

まちづくりにおける団体運営の仕方や課題、改善に向けた提案等を整理するきっかけとするために、

まちづくり活動に参加し、団体の支援等を行った。 

 

3.2 参加報告 

本年度は、「中国地方学生フォーラム」に参加した。 

以下に結果を示す。 

 

■「中国地方学生フォーラム」への参加 

（１） 日時・実施場所 

日  時：2015 年 11月 28 日(土)～29(日) 

場  所：安芸灘とびしま海道（芸予諸島） 

主  催：中国・地域づくり交流会 

企画協力：広島工業大学学生 

参 加 者：メンバー10 名 

 

チラシ 
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（２）活動概要 

・今年で 7回目を迎える中国地方学生フォーラムは、若者の目線で中山間地域等の課題解決や魅力づ

くりのアイデア等を探ることを目的に開催される中国・地域づくり交流会主催の体験型フォーラム

である。 

・1 泊 2 日の行程で、初日は学生とともに 4コースに分かれての自転車フィールドワークを実施。2

日目は、フィールドワーク結果を基に、各コース別にサイクリングマップや魅力的なモデルコース

の作成に取り組んだ。 

・今回、広島県の「安芸灘とびしま海道（芸予諸島）」を対象に自転車によるフィールドワーク体験

を行うということで、建設コンサルタンツ協会中国支部の一員として参加した。 

 

（３）自転車フィールドワーク 

各コースの出発地点に用意された自転車は、広島市観光レンタサイクル“ぴーすくる（電動アシスト

付自転車）”である。 

初日は、美しい海道やおいしいみかん、優しい地元の方との交流など満喫して終了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ワークショップ 

2 日目は、朝から各コース別の班に分かれてワークショップ。安芸灘とびしま海道をＰＲするための

サイクリングマップやモデルコースづくりに挑戦。 

 最後に、安芸灘諸島の自然と歴史を活かした成果を各班別に発表。学生の発想力、プレゼン能力の高

さに感心しつつも、これに負けじと建コンチームも参戦。皆で安芸灘とびしま海道の魅力を再認識し、

閉会となった。 

図 海道を快走する参加者 図 “ぴーすくる”の説明を受ける参加者 
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（５）さいごに 

学生や関係者の皆様との交流は良い刺激となりました。このような機会をいただきました中国・地域

づくり交流会の皆様に感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 発表①江戸時代にタイムスリップ 図 発表④日帰り満喫・女子旅ツアー 

図 発表②シンデレラコース 

図 発表③自然と伝統が融合する道 

図 発表⑤建コンチームも参戦！（海走） 
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図 とりまとめ結果 
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４．まちづくり出前授業 
 

4.1 活動概要 

広島市内の三篠小学校(西区)の総合的な学習の時間において出前授業を実施した。 

内容は下記の通り。 

 

テーマ まち(三篠)のやさしさ（ユニバーサルデザイン） 大切なまち(三篠)の環境 

講 師 森島誠司（中電技術コンサルタント株式会社） 森島誠司（中電技術コンサルタント株式会社） 

実施日 平成 27 年 6月 18 日（２コマ） 平成 27 年 11月 6 日（１コマ） 

対象者 広島市立三篠小学校 3年生 

（児童 130 名+教員４名） 

広島市立三篠小学校４年生 

（児童 100 名+教員３名） 

概要 JR横川駅を中心としたまちのUD整備につ
いて、ＰＰＴと実物サンプルを使った仕組
みの解説やルールなどを説明 

 

学校を取り囲む太田川（太田川放水路・旧
太田川）や三滝山、竜王公園ゴミ埋立地等
を通じ、自然環境・生活環境・３Ｒ等につ
いてＰＰＴで説明 

 

4.2 実施報告 

（１）まちのやさしさ 

三篠小学校３年生 130 名に多目的教室に集まってもらい、パワーポイントと実物サンプルを用いた

仕組みの解説や実験等によりユニバーサルデザインの意味や役割、きまりなどを説明。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車イスで 90 ㎝の幅を通ってみよう 

透水性ブロックで実験してみよう 
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（２）大切なまち（三篠）の環境 

三篠小学校４年生 1０0名に多目的教室に集まってもらい、パワーポイントにて三篠小学校区にある

太田川放水路、三滝山、竜王公園埋立地等の環境について説明。 
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１．活動メンバー一覧（50音順） 
会社名（五十音順） 所属 氏名 TEL FAX

長谷山　弘志
(hiroshi.haseyama@aratani.co.jp)

田辺　博樹
(hiroki.tanabe@aratani.co.jp)

岡本　隆彦
(takahiko.okamoto@aratani.co.jp)

日向　雄人
(yuuto.hinata@aratani.co.jp)

松井　秀樹
(mti20946@ideacon.co.jp)

田中　純二
(tanaka_j@surece.co.jp)

藤本　健二
(fujimo_k@surece.co.jp)

三村　絵里
(mimura_e@surece.co.jp)

萬関　明子
(manseki_a@surece.co.jp)

田中　雅宣
(tanaka@refrec.jp)

森島　誠司
(morisima@cecnet.co.jp)

高田　禮榮
(takata@cecnet.co.jp)

佐伯　隆之
(saeki@cecnet.co.jp)

向井　敬治
(kmukai@cecnet.co.jp)

藤岡　義久
(yfujioka@cecnet.co.jp)

織田　恭平
(k.oda@cecnet.co.jp)

森山　弘將
(hmoriyam@cecnet.co.jp)

錦織　真樹
(nsikoori@cecnet.co.jp)

森井　紀裕
(morii@cecnet.co.jp)

吉川　修司
(yosikawa-s@chodai.co.jp)

久家　幸一郎
(kuge-k@chodai.co.jp)

船田　尚吾
(funada-s@chodai.co.jp)

前川　朝尚
(maekawa-t@chodai.co.jp)

林     里樹
(hayashi-s@chodai.co.jp)

佐藤　裕治
(satou_yuuji@chodai.co.jp)

鈴木凜太郎 
(suzuki-r@chodai.co.jp)

山光　涼平
(yamamitsu_r@chodai.co.jp)

竹野　剛
(takeno@fukuyamaconsul.co.jp)

船本　洋司
(y.funamoto@fukuyamaconsul.co.jp)

奥田　倫全
(m.okuda@fukuyamaconsul.co.jp)

川村　宏範
(h.kawamura@fukuyamaconsul.co.jp)

亀田　雄二
(kameda@fukken.co.jp)

佐伯　達郎
(t-saiki@fukken.co.jp)

天野　佑介
(y-amano@fukken.co.jp)

笹岡　亮太
(r.sasaoka@fukken.co.jp)

大塚　健裕
(k.otsuka@fukken.co.jp)

小田　雄司 
(f19089@fukken.co.jp)

松下　真一
(matsushita@fukken.co.jp)

三木  脩平
(miki@landbrains.co.jp)

〃 〃 〃

256-1968

〃

中国支店　陸圏部　道路

〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃

営業部　営業企画担当 256-3343 255-5601

広島道路交通・監理部

〃

〃

道路部　第一グループ

〃

都市整備部　都市施設グループ

256-3362

292-5486 296-5481

〃

〃

〃

〃

〃

いであ㈱

地域デザイン部　地域計画課

広島事務所　調査課

〃

〃

広島事務所　世論計画課

㈱荒谷建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

〃

㈱ｻｰﾍﾞｲ・ﾘｻｰﾁ・ｾﾝﾀｰ

㈱地域未来研究所 中国四国事務所

事業企画部

〃

中電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱ 〃

〃

沿岸整備部　海域計画グループ

〃

㈱福山コンサルタント

西日本事業部　交通計画グループ

〃

〃

中四国支社　道路計画グループ

㈱長大

〃

〃

復建調査設計㈱

ランドブレイン㈱

事業推進本部　CIM推進室

道路・地域整備部　

　　　〃　　　　　　　　地域計画課

　　　〃　　　　　　　　開発技術課

松江支社技術課

広島事務所

〃

207-0143

227-7511

〃

〃

〃

568-6081

〃

〃

〃

256-3351

256-3352

256-3389

〃

545-6541

〃

〃

〃

506-1872

0852-21-7367

223-6919

〃

502-8802

〃

〃

502-8801

〃

207-0152

〃

256-1968

227-7558

〃

〃

〃

263‐3403

251-0302

〃

〃

254-0661

〃

〃

〃

545-6698

〃

506-1897

0852-32-2968

223-6929

〃

502-8803

502-8815

〃

〃

〃

〃 〃 〃

506-1890

506-1897

〃

506-1820

506-1874

〃
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２２．「スポーツとまちづくり まちトーク２０１６」関連資料 

 

ここでは、「スポーツとまちづくり まちトーク２０１６」に関する資料として、話題提供に用

いられた上映資料を掲載する。 

   なお、各上映資料は、右下図の順に整理している。 

 

【上映資料】 

・織田氏 話題提供資料 

・岸房氏 話題提供資料 

・堀氏  話題提供資料 

・神村氏 話題提供資料 

・森島  話題提供資料 
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３．活動メンバー感想 
 

 

田中 雅宣 

「スポーツとまちづくり」、その関連についてあまりピンときていなかったが、まちトー

クを聞き、各団体とも多様な機会をもって市民（まち）の参画促進を強く意識されている

ことがよく分かった。よく考えると、スポーツ活動と人づくりの親和性は高く、かつまち

づくりと人づくりの親和性も高い。であれば、スポーツとまちづくりの親和性が高いのも

自明ですね。 

 

 

亀田 雄二 

平成 27 年度はほとんど参加できませんでした。メンバーの平均年齢を下げることには

一役買うことができました。まちトーク２０１６「スポーツとまちづくり」も一参加者の

ような振る舞いしか出来ず申し訳ありません。この委員会は若い人が多く、経験値は少な

いと言わざるを得ませんが、まちトークの企画・運営を横目で見ながら、「各社業務で鍛え

られているのか、立派なものだな」と感心した次第です。個人的には春秋 2 回、南区主催

の「自転車さんぽ」に本委員会からという形で協力しました。今後も本委員会協力という

形での「自転車さんぽ」は継続していきたいので、是非皆様のご協力をお願いいたします。 

 

 

天野 佑介 

今年度の活動は、なかなか広島地域にはないお宝資源を紹介した観光ガイドブックを作

成するということで、かなり気合いは入っていたのですが、メインの作業は後輩に任せた

ところもあり、今後はいかにして広い視野でモノをみて、いいものを作るか、という目線

で計画づくりをやっていければと考えています。手を動かすことも大事ですが、点でしか

見えなかったものをいかに広く見てあげられるか、そんな力を自分自身研鑽していきたい

と思う一年でした。 

今後とも建コンの当委員会では、まだ行政等が踏み込んでいない領域に入って、これま

でなかった成果を生み出し、地域に貢献していくことに尽力してまいりたいと思います。 
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小田 雄司 

今年のテーマは観光案内の冊子を作るということで、構想中は妄想ばかりで楽しく作業

をしていました。広島に来て 10 年が経とうとしており、こっちもあっちも多くの人に知

ってもらいたいという施設はありました。そこで私は、水の都と言っている割には雁木タ

クシーや水上バスなどが、さほど知られていない印象だったので、是非この機会を使って

もっと多くの人に知ってもらいたく紙面の中心を雁木タクシーとしました。 

知ってもらいたいと思っていた私自身も、乗船するのは今回が初めてで、水面近くから

見る広島のまちは、別のまちを見ているぐらい、いつもと違う印象でした。長く住んでい

る場所でも知らない面があるんだなと改めて思いました。 

これからも、こうした活動を通して、広島の情報発信や発展に微力ながらでも協力して

いていきたいと思います。 

 

 

岡本 隆彦 

観光ガイドブックの作成では、まちなかの路面電車の旅を体験しました。フリーパスを

利用すれば気兼ねなく乗り降りできるし、便数も多いため、ストレスなく旅を楽しむこと

ができました。また、まちを改めて見ると、いろんなところに外国語表記があるし、外国

人観光客の方もたくさんおられました。ただ、はたして、彼らにとって訪れやすいまちな

のか、そして楽しいまちなのかどうか・・・。語学力というコミュニケーション能力は皆

無なので不可能ですが、機会があれば、実際のところを聞いてみたいですね。 

フォーラムでは、広島のスポーツに焦点を当てましたが、これまた広島は恵まれた環境

にあると再認識できました。サンフレッチェだけでなく、各種目で優勝に絡むぐらい強く

なれば、もっと広島が盛り上がるでしょうね。個人的には、カープが強いと言うことない

です。 

 

 

織田 恭平 

今年はガイドブック作成のため初めてぴーすくるをレンタルし、駅裏の寺社を巡り、広

島に 4年住んでいながら新たな発見がたくさんありました。ガイドマップの完成が楽しみ

です。フォーラムも大変有意義であり、参加者だけでなく我々メンバーも広島の魅力を再

発見できたのではないでしょうか。活動の幅も広がったので、来年度はさらにいろいろな

ことに挑戦できればと思います。 
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Ｈ27 年度 社会貢献活動 やさしいまちづくり 

 

藤岡 義久 

今回、約 10 年振りに活動させて頂きました。メンバーは若返り、活動内容も昔とは異

なり、殆どお役にたてなかった感は否めません。 

マップづくりでは、各社１マップ担当し作成しましたが、それぞれに作り込み方の特徴

があり、とても感心させられました。フォーラムは例年より遅れての開催となりましたが、

会場、パネリストなどこれまでと趣向を変えた色濃いものとなり、とにかく、いろいろと

驚かされた 1 年となりました。 

なかなかペースを上げられないかもしれませんが、引き続きかかわっていきたいと思い

ますので、今後ともよろしくお願いします。 

 

 

佐藤 裕治 

今年度の活動の一つ目のテーマであるガイドブックの作成については、広島市内で導入

したばかりの電動レンタサイクル・ぴーすくるを実際に使用し、登り坂も苦にしない性能

に驚かされた。今後の PR やモデルルートの提案等により、ぴーすくるを日常移動や観光

移動での有効な交通手段として定着することを期待している。 

2 つめのテーマとなるフォーラムについては、横川シネマという例年とは異なるシチュ

エーションで、広島のスポーツを支える錚々たるメンバーによる「まちづくり」に通じた

貴重なお話やご意見をいただき、非常に有意義な機会になったと思う。 

また、今年度は福山コンサルタントさんの呼びかけで、学生フォーラムに自転車の先導

員として参加した。フォーラムでは、国土交通省、大学生、地域づくりの活動組織とフラ

ットな関係で交流することが出来、こちらも社会貢献に繋がる有意義な体験となった。 

 

 

山光 涼平 

今年度の活動にて初めての参加となりました。途中からの参加となり、お力になること

ができず、申し訳なく思います。 

これまで、同業者の方とこのような形で交流の場を持つことがなかったため、とても有

意義な時間を過ごすことができました。 

今回作成したパンフレットが広島を訪れた方々の観光マップとしてたくさん利用される

ことを願います。 
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鈴木 凜太郎 

私は、今年度より初めて建コン活動に携わりました。建コン活動で私が関わった活動内

容で広島市内へ訪れる観光客へ向けたガイドブックの作成でした。作成至るまでの経緯で、

観光ルートの考案、日本語の分からない外国人の為のピクトグラムの効果的な使用方法、

レイアウトや文面の設定など、なかなか単純にはいかずに苦労したこともありました。少

しマイナーな観光スポットというコンセプトでガイドブックを作成するにあたって、自分

自身で、実際その観光ルートを自分で周遊して観光をしたが、私自身も広島に来てまだ間

もない時であったため、とても楽しむことができた。 

年明けにはフォーラムにも参加し、スポーツ活動に従事している方々の貴重な話を聴講

することができ、私自身にとっても非常にためになる時間であった。 

 

 

日向 雄人 

私は、今年度から建コンの活動に参加させていただきました。 

今年度はまちづくり活動として、中国地方学生フォーラムに、サイクリングの先導役と

して参加させていただきました。サイクリングの時間管理が難しく、苦労する場面も多々

ありましたが、学生含め、立場の違う参加者との交流を深めることができ、非常に有意義

な時間を過ごすことができました。 

また、学生との話の中で、「社会人と共同作業を行うことが新鮮」「もっと社会（仕事）

の話を聞く時間が欲しかった」などの意見を聞くことができ、まちづくり活動に参加する

ことの意義を再認識することができました。 

来年度は、建コン 2年生として、会議での積極的な発言や、まちづくり活動への参加継

続を目標としていきたいと思います。引き続きよろしくお願い致します。 

 

 

 

 


